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は し が き

本研究会誌第 4号に引き続き、昭和63年度に行った関東 。東海、近畿、中国・四国、

九州の各ブロックにおける湛水土重虫_直播研究現地検討会の結果を集録配付致します。

t_ とくに今回は滋賀、宮崎両県で現地見学を行った優良事例について詳しく報告致しまし

た。この冊子が指導書及び関係者に活用され湛水土壌中直播栽培の改善と普及に役立

てば幸いです。

この検討結果をまとめられた九州農業試験場水田利用部下坪訓次作物第二研究室長

鷲尾養、田中孝幸の各委員並びに関係者の方々に厚 く御礼申し上げます。
し

平成元年 3月

水稲湛水土壌中直播技術研究会

会長  伊  藤  隆  二
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I 関東 。東海ブロック研究会 (静岡県 )

田 中 孝 幸

1.地域の普及状況

(1)栽培面積の推移

湛水土壌中直播栽培の関東 。東海ブロックにおける栽培面積は、現地研究会に

おける各県からの報告のあったものについてまとめると第 1表の通りである。

第 1表 栽培面積の推移         (単 位 :hc)

東海地域の実施面積は、静岡県が最も多く、昭和60年まで年々急激に増大して

きたが、60年以降はその増加傾向にやや減退がみられる。一方、二重県での実施

面積は少ないが年次変化も比較的少ない。

関東では茨城、栃木県でそれぞれ61年 、59年にピークがみられ、以後年々減少

傾向を示すのに対し、埼玉県はヘリコプター利用および背負式動力散粒機利用の

散播湛水土中直播を含め近年増加を続けている点特徴的である。

群馬県は水田裏作麦との競合のため現在のところ普及していない。

(2)主要普及地域、経営形態

最も普及面積の進んだ静岡県における地域別普及状況を第 2表によってみると、

中遠地域が全体の90%を 占め、残り10%が西部地域で他地域への普及はほとんど

進展していない。中遠地域は県内稲作の主要地域で稲作協業集団が組織され集団

栽培への普及が多い。また、比較的経営規模が大きく茶、野菜および花などとの

複合経営農家にも導入されている。
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県  名 59 年 60 年 61年 62 1年 63 年

静

茨

栃

■大
′可

群

岡

重

城

木

玉

馬

104.9

13.1

33 5

15.0

7.0

0

201.9

28.0

61.0

54.0

45.0

0

296.9

28.2

47.9

104 0

70.0

0

368.2

29.2

32.6

122.0

85.0

0

418.0

26.0

14.4

99.0

94.0

0

37.0

13.3

78.0

125.0

0
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第 2表 静岡県における地域別普及状況 (単位 :hα )

農林事務所名 uEssS 59 年 60 年 61年 62 年

伊   豆

東   部

富   士

中   部
志 田 榛 原

中   遠

北   遠

西   部

0

0

0

0

0.3

104.2

0

0.4

0

0.4

0

0.2

0.3

187.4

0

13.6

0

0

0.1

0.4

0.3

278.5

0

18.4

0

0

0

1.0

0.3

327.6

0

39.3

0

0

1.0

2.0

1.0

363.0

0

51.0

合  計 104.9 201.9 296.9 368.2 418.0

普及面積率 (%) 0.4 0.8 1.2 1.4 1.8

し

栃木県の普及は鹿沼市農業公社がその80%を 占め、他の20%は県下全域に散在

し未だ試作段階をでていない。鹿沼市農業公社では 250 haの 全面受託を行うなか

で、湛水土壌中直播面積が80haに達 していることは特筆される。

茨城県の主要普及地域は、東村 。桜川村・美浦村 (江戸崎普及所管内)、 茨城

町 (美野里普及所管内)、 潮来町 (麻生普及所管内)で 59年には61haに 達したが、 _ヽ

その後良質米志向や有機米・減農薬米への関心の高まりとともに、湛水土壌中直

播は年々減少 し、63年 には13haに まで落ち込んでいる。

埼玉県の普及地域は、県北東部一毛作田地域 (南埼玉郡、北埼玉郡)で一部専

業農家を含むが第 1種兼業農家が中心で、水稲十施設園芸または水稲十果樹の複 t_

合経営に取入れられている場合が多い。

2.導入の目的・動機

湛水土壌中直播技術導入の各県共通の目的は、①育苗および移植資機材の節減と

省力化による生産コストの低減をねらいとするものであるが、②大規模稲作経営に

おける育苗労力の省略あるいは分散 (静岡県中遠地域)、 茶。野菜・花および果樹

等の複合経営における水稲以外の作目との労働競合を分散 (静岡県中遠地域、埼玉

県東部地域)さ せるためにも利用されている。③また、本技術の導入により経営の
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中に移植と湛直を組み合わせることによって、作期の分散をはかり、経営規模の拡

大あるいは、収穫・乾燥 。調製作業の稼働幅を拡大して、コンバイン・乾燥機等機

械施設の稼動率向上もはかられている。(4)さ らにまた、本技術の経験を積んだ農家

では、湛直によって生産が安定し、移植栽培と同等あるいは増収する事例のあるこ

とから、生産費の節減のみならず増収技術として期待する面もでてきた (静岡県中

遠地域)。

3.技術の現状

(1)栽培指針の概要

静岡県 :県版の湛水土壌中直播栽培指針はなく、「水稲の栽培指導指針」の中

で取扱い地域の具体的指導は、専技を中心に普及員、農協職員により行われてい

るが、指導内容は本会作成の手引きとほとんど同じである。

栃木県 :本会の「栽培の手引」とはぼ同様であるが、相違点として、①播種時

期の早限については稚苗移植適期から可能とし、②施肥については、稚苗移植と

同量から窒素2～ 3割減とし、つなぎ肥は省略している。

茨城県 :本会手引との相違点として、①適地として強湿田および山間地冷水田

を除く。②コーティング時間は25分以上とする。○コーティング後播種までの日

数は 1～ 2日 以内とする。④播種適期は5月上旬～ 6月 第2半旬まで。⑤苗立数

はピ当たり70～ 100本 (畦 m当たり20～ 30本 )が日標。O田面の硬さは、さげふ

り貫入深10～ 14cm等をあげている。

埼玉県 :手引との違いとして、出芽揃期に3日 程度の芽干しが必要としている。

(2)農家が実施している技術と指導上の問題点

静岡県 :①同一回場内での不均平性と土壌硬度の不適性および播種深度の不適

性から発芽・苗立ちの不安定。②省力志向 (播種能率向上を目的とした)に伴な

う播種精度の低下、発芽苗立ちの不均一、生育の不揃と欠株の増加、これらの原

因に基づく収量水準の低下。③雑草の多発傾向と除草剤散布回数の増加、資材肥

の増加。

④ 施肥法および施肥量の稚拙
栃木県 :①播種適期幅が狭く、県北部ほど収量の安定性に問題がある。②代

t
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かき均平、コーティング、播種等の作業は熟練と高い作業精度が要求される。

③県北部はコシヒカリの作付率 (52%)が高いためコシヒカリの稚苗機械移植

と湛水土壌中直播を同時平行的に進めているが、湛直では倒伏が著しく必ずし

も低コストになっていない。

茨城県 :①適地の認識が統一されていない。②適品種が不統一で、強稗性品

種が選定され、アキヒカリ等の雑品種が栽培されている。O代かき、均平の精

度不足。④水管I:里技術の稚拙、特に湿田における苗立不良に問題がある。

埼玉県 :①代かき均平の精度不足。②水管理技術の不良。

ヒ

4.今後解決すべき技術的課題                         ｀ヽ

静岡県 :①鳥害対策。②省力的除草体系の確立。③多収施肥法の確立。

栃木県 :①苗立の安定的確保。②倒伏防止技術の確立 (倒伏軽減剤の実用化)。

③作期幅の拡大 (播種早限の拡大と晩播適応性品種の選定)。 ④イネミズゾウムシ

等の適切な防除法の確立。

茨城県 :①出芽・苗立の安定化。②強稗良質品種の開発。CI鳥害防除法。④収量

の安定化。

埼玉県 :①圃場条件に対応した苗立安定化法。②安価で効果の高い雑草防除技術  |―

の確立。

群馬県 :①小麦跡湛直に適する短期品種の開発。②成熟期の早い小麦品種の開発。

5.今後の普及推進のための方針と可能性                   t_
静岡県 :中遠地域が普及全体の80%を占めているほか他地域は試験的導入に過ぎ

ない。今後は他地域においても省力化を図る目的で推進する必要がある。そのため

には、①出芽 。苗立ちの安定化。②省力的な雑草防除体系の確立が不可欠である。

栃木県 :①経営規模拡大の観点からみると、収量が移植栽培より劣る現状ではこ

れをカバーするだけの栽培面積が必須であり,農地流動化の一層の促進対策が必要

である。経営規模が拡大し、自己完結型の10ha以上の経営では、自家労力による育

苗・移植作業はピーク時には毎日10時間以上の労働時間となり、直播技術の導入は

必然的で、普及の可能性は高いと考えられる。②土地基盤整備および灌排水施設の
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整備、大区画圃場における均平作業機の開発が望まれる。③出芽力が強く、強稗・

良質の直播適応性の高い品種の育成が重要である。

茨城県 :本技術は将来の省力・低コスト技術として注日しているが、出芽・苗立

ち、収量性に問題があり、現在のところ県として積極的な推進はしていない。しか

し、導入希望農家があれば技術指導は行っている。

埼玉県 :①園場条件に対応した播種精度の向上 (栽培・機械)。 ②苗立の安定確

保 (栽培・機械・資材)。 ③麦跡湛水土壌中直播栽培技術の確立。④散播湛水土壌

中直播栽培技術の確立。

群馬県 :小麦・水稲二毛作体系下で、湛水土壌中直播を推進するためには、水稲

極早生品種が必要で、当面実用化は困難なようである。

6.各県農試における研究成果

静 岡 県

(1)湛水土壌中直播栽培品種の選定

湛直用品種の具備すべき条件として、①葉が直立し、株の開張度が小さく、過

繁茂になりにくい草型であること。②短強稗、稗質に優れるとともに根の生育が

旺盛で倒伏抵抗性の強いこと。0密播条件下でも1穂頴花数の減少度が小さいこ

と等をあげ、静岡県に適した品種として次のように選定した。

5月 中 。下旬播 ・…・・初星、チヨニシキ、ニホンマサリ

5月 上～下旬播 ・…・・月の光

5月 上～ 6月 上旬播 ・…… 黄金晴、シズヒカリ、しずたま

(2)出芽・苗立の安定化

(E)播種深度と苗立率は0.5～ 1.O cmの深さで70～80%の苗立を示すが、2.5～

3.O cmで 40～ 50%、 3.O cm以上では30～ 40%に低下する。したがって、播種深

度は 1.O cm、 播種量は 3.5k9/10a(127粒 /m)程 度が良好であった。

② 砂壌土における苗立確保には、代かき後4～ 6日 の間に播種するのが良く、

播種深度は 1.5 cm以 内で浅水管理が必要である。

CI カルパーコーティング時のタチガレエース (乾籾重の3%)の混合は、低温

時の深播でも苗立向上に有効である。

t
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④ 種籾の充実度は高い程発芽は早く、その後の生育も優る。また、乾籾の使用

は催芽籾より明らかに発芽が遅れ、発芽率が劣る。

(3)栽 培 法

① 播種適期は5月 下旬、早限は4月 下旬、晩限は6月 中旬、播種適量は3.5k9

/10aであった。

② 3葉期追肥は有効茎確保に有効で、特に苗立数が50本 /ピ 以下の場合は増施

が必要。また、穂肥は出穂前25日 の効果が高い。

O 速効性窒素肥料の施用では3葉期重点施用と穂肥の組み合わせが、緩効性肥

料では基肥と穂肥の組み合わせが有効であった。

④ 苗立数の多い圃場では播種後35日 頃の中干しが有効茎確保に有効であった。

茨 城 県

茨城県における大規模稲作経営における計画栽培法確立試験 (昭和58～ 62年 )の

なかで、①出芽・苗立の安定法、②播種期幅の策定、③適品種の選定、④播種時の

田面硬度、⑤播種機の作業能率・作業精度、◎窒素の施肥法、について検討したc

昭和63年以降は、大規模水稲生産における体系化技術の確立試験としてヘリコプタ

ーおよび背負動散による散播末〕を培確立のため、①適品種の選定、②適苗立数の策定、

③播種期早限の拡大、④窒素の施肥法。④除草法等の試験を実施している。これら

試験の成果についてはそれぞれ県の普通作物耕種基準に組み入れられている。なお、

残された問題点としては、①苗立歩合の高度安定化、②防鳥技術の確立、③成熟期

の繰り上げ法等であり、さらに、④倒伏防止および安定多収を目標とした施肥法、

⑤生育制御技術、⑥管理作業体系の確立などが望まれている。

今後の課題

以上、関東 。東海ブロックの湛水土壌中直播栽培普及の伸びは、全般に停滞気味

である中で、静岡県中遠地区に定着 した事例は、全国的にも注目される優良事例で

本技術普及の先導的役割を果たしている。すなわち、その経営形態は稲作協業集団

化による作業委託や大型稲作農家あるいは茶・野菜および花などとの複合経営で、

本技術の日的とする生産コストの低減および労働力分散を可能にしている。

一方、各県の異なる立地条件に対する問題点に対しては、それぞれ栽培技術的検

t

、ヽ_
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討が進められ、すでに各県とも本会の「栽培の手引」に具体的修正が加えられ、よ

リー層の安定化がはかられてきた。しかし、各地域での適合する各種管理技術につ

いてはなお残された問題もあり、具体的検討をさらに進める必要がある。

特に近年は各県ともコシヒカリヘの作付集中化志向が強まる中で、倒伏問題は本

技術普及の阻害要因の一つともなっている。これに対し、各県とも湛水直播用新品

種の育成に期待をかけているが、当面コシヒカリを用いた湛水土中直播技術を栽培

的に安定化するための技術確立が急がれるが、コシヒカリと同等の食味を持ちなが

ら栽培特性の良好な品種 (た とえば、キマヒカリ)は積極的に導入を図るべきであ

ろう。

`ヽ

t

t
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Ⅱ 近畿 ブロック研究会 (滋賀県 )

1.地域の普及状況

(1)栽培面積の推移

① 湛水土壌中直播

県 名

鷲 尾   養

(単位 :ha)

63 年

ほぼ前年並

(調査中 )

滋   賀

京   都

奈    良 5

大

　

兵

阪

庫

注 :( )内 は播種機台数

17
(9)

約  30

63 年

10

② 乾田直播 Ч

県 名

滋

示

奈

丘

賀

都

良

庫

(2)導入の目的、主要普及地域等

① 滋 賀 県

育苗・移植労力の節減、低コスト化をねらい、大規模農家では銘柄品種の作

付拡大のための作期分散をはかる。

湖北を中心に定着しているが、湖南でも導入し始められており、比較的排水

-8-
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良好な壌土の平坦地に定着している。

② 京 都 府

茶、果樹、甘藷、たけのこ等の作業と水稲の育苗・移植作業との労力競合回

避のため、綴喜郡井手町を主に導入されている。

圃場は用排水の分離された沖積砂質上である。

O奈 良 県

施設野菜、果樹の作業と水稲育苗作業との労力競合を避けるために導入。

普及地域は点的であり、用水の制約のない地域の排水やや良好な砂壌土～壌

土水田が使用されている。

④ 大 阪 府

専業農家の野菜作との労力競合回避や、兼業農家における農協主導の集団栽

培として導入。中河内および吹田市等で実施されている。

O兵 庫 県
二種兼業農家が水稲省力化のために集団栽培として導入した地域 (三木市、

加西市)と 、酪農・野菜等複合経営における水稲省力化のために導入した地域

(淡路地区)とがある。

実施圃場は沖積壌質土と洪積粘質土とがある。

最近は散播栽培が注日されている。

2.現在の栽培技術の特徴

(1)滋 賀 県

コシヒカリの使用が多く、5月 2～ 3半旬播種が主。ピ当たり苗立数 は80～

100本程度が目標であるが、苗立の安定確保が不十分で普及を妨げている。

除草・施肥・水管理は県の指導基準により行われ、収量は稚苗移植に対 し、一

般的には10a当たり30～ 60k9の減収で、先進農家は同収である。

(2)京 都 府

日本晴を、 5月 15日 ～ 6月 10日 (日平均気温15℃以 上)に播種。除草は、播種

直後の初期剤と中期剤の体系処理。元肥窒素は機械移植の20～ 30%減 とし、 2.5

～ 5葉期に10a当たり窒素 1～ 1.5k9の追肥を施用。収量は機械移植と同程度。

`ヽ

ヽ_

ヽ
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機械移植と対比し、労働時間は 2割減、生産コス トは同程度。

(3)奈 良 県

アキツホを、 5月 下旬～ 6月 初旬に、10a当たり乾籾 3k9播種。強還元や保播

では出芽率が低下する。元肥を控える。収量は移植と同程度かやや減少。

(4)大 阪 府

コガネマサリ、日本晴、晴々、太刀風が使われ、5月 下旬～ 6月 上旬播種。 10

a当たり3 kg播が主で、 2k9播 もある。苗立数はご当たり50～ 100本。除草は初

期剤と中期剤の体系処理。全窒素量を10a当 たり8～ 10k9と し、元肥はやや減少

することが多く、中間追肥無施用で、穂肥は増肥とする。収量は移植と同程度。

(5)兵 庫 県

移植と同一品種を用い、その作期拡大をはかる。金南風、日本晴を 5月 末～ 6

月上旬播種。10a当 たり3k9播であるが減少傾向にある。出芽苗立は野菜跡の一

部を除き90%程度でほぼ良好。播種後 2日 までのピラゾレート粒剤散布のみで、

残草のある場合のみモリネート・ シメトリン・MCPB粒 剤を使用。施肥は地域

毎に異なるが、移植栽培の分げつ肥を最高分げつ期に施用して有効茎歩合の向上

をはかる。収量は移植栽培程度。移植栽培に比べて作業時間は27%節減、一次生

産費は 5%減が可能。

t_

、ヽ_

ヒ

3.今後の普及見通し

(1)滋 賀 県

大規模土地利用型経営での稲作省力低コス ト化および複合経営における労力配
、ヽ_

分・作期分散をねらいとする。苗立の向上、施肥法の改善確立、適品種の育成等

の技術的課題が解決し、前記のねらいに適合する経営条件や、圃場整備等直播の

適用条件が整えば普及・定着が期待できる。

(2)京 都 府

早急な大幅増加は期待できないが、播種精度の向上、施肥体系の確立、過繁茂

防止と倒伏軽減、わら処理法等の現地での問題点解決に向けて試験研究を推進す

る。

-10-
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(3)奈 良 県

作期と品種の生産力の関係を解明して作期の拡大をはかる必要がある。導入対

象は集団転作における小麦跡水稲を考えている。

(4)大 阪 府

技術の安定性は増大 しつつあるが、出芽不安定、後期の生育凋落等の問題点が

十分解決されていない。コーティング、播種の共同作業を基本にした普及を考え

ているが、積極的推進には至っていない。

(5)兵 庫 県

展示圃の設置および水利慣行の改善等の技術指導の体制を整備し、集団化して

普及する可能性がある。ヒメトビウンカとイネミズゾウムシの被害および野菜跡

地の前作未熟有機物による土壌還元の防止対策を早急に確立する必要がある。

ゝ_

`ヒ

4.試験研究における主要成果と課題

(1)滋 賀 県

施肥播種機を利用した栽培法では、側条 8 cm、 窒素10a当たり4k9の収量が高

い。条間中央施肥は倒伏軽減、有効茎歩合向上の効果を認めた。この場合、被覆

尿素肥料の肥効発現は年次変動があった。

田植機に取り付け可能なカセット式播種機や育苗用成型マット利用による田植

機播種について検討し、実用化の可能性はあるが改善の余地が多いようである。

今後の課題として、播種作業精度向上、出芽苗立向上、田植機利用の播種法等

、_  がある。

(2)京 都 府

移植と同程度の収量水準であれば、播種量は10a当たり3k9で、基肥量を移植

の75～ 80%と し、 2葉期・ 5葉期の追肥を省略して穂肥 2回施用の施肥法が良く、

側条施肥が有望である。

収量の安定向上のために、苗立の安定、施肥法の確立、倒伏防止等の技術確立

が課題である。

(3)奈 良 県

収量水準 550k9程度の場合は、アキツホ、秋晴では播種量を10a当たり 1.5k9

-11-



まで減少 しても穂数は減少せず、過繁茂が抑制されて高収が得られた。播種適期

は 5月 20日 ～ 6月 5日 で、晩限は6月 25日 ～ 7月 7日 頃とみられた。また、湛直

稲の生育 。収量を気温、日長、日照条件から予測する方法を開発した。

適品種の育成、園芸作物との作付体系と麦跡栽培法の確立が今後の課題である。

(4)大 阪 府
ヽ

現品種では日本晴、コガネマサリ、黄金晴が適し、播種期は稚苗移植より7～  ~

1011早 くするのが安全である。播種量は10a当たり2k9で良く、6月中旬の晩播は

3k9とする。施肥法は基肥移植並、中間追肥不要、穂肥増肥が適する。苗立安定

には国場均平化とコーティング精度向上が重要で、芽干しは不要である。水管理

は雑車防除に支障を生じないように間断灌漑を行う。             、`

高精度播種機の開発、高性能出芽促進向上薬剤の開発、後期凋落防止栽培技術

の確立等が今後の課題である。

(5)兵 庫 県

県奨励品種 。有望系統の中ではヤマチカラ、金南風、星の光の適応性が高い。

前作麦わらの鋤込みは苗立に悪影響があり、全量鋤込みにより休閉跡より20%

減収した。播種深度は麦跡は l cm、 休閉跡は 2 cmが良好で、カルバーA粉粒剤コ

ーティング散播栽培は休閉跡で苗立良好で省力的であった。           |ヽ _

緩効性肥料の利用は過剰分げつを抑制し、分げつ肥省略が可能で省力安定の施

肥法である。

移植月初中期一発処理除草剤は、播種後10～ 15日 頃処理の除草剤として適用可

能であり、倒伏軽減剤も有効であった。                  、

ヒメトビウンカ、イネミズゾウムシの防除に、カルパー剤との同時コーティン

グにより有効な薬剤があった。

今後の課題として、このような殺虫剤の使用登録のほか、適品種の育成や前作

未熟有機物処理法、省力多収施肥法、散播栽培技術、規模拡大・集団化適用技術

体系等の確立が必要である。
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5.滋賀県東浅井郡虎姫町における現地見学

(1)湖北地区農業改良普及所管内農業概況

湖北地区農業の特色は二種兼業農家が多く (89%)、 耕地 0.5 ha以下の農家が

ほぼ半数で、 2 hα以上の農家は約 5%である。水稲単作地帯で平均収量は10a当

たり494k9、 作付品種はコシヒカリが50%を越えている。湛水土壌中直播は、11

戸で 9.7 ha実施されている。

(2)現地見学同場 (虎姫町月ケ瀬)

① 耕作者と経営概要

藤井吉造氏は、夫婦 2名のほか研修生 1名の 3人で、稲作主体の20hcを越え

る管内最大規模の営農を行っている。昭和63年の主要作物の作付面積は、水稲

17ha、 小麦 6.2 ha、 大豆 2 ha、 白菜 l haで 、湛水土壌中直播は 3 ha実施してい

る。

湛水土壌中直播は昭和56年 に始め、コシヒカリの作付増加のために、収穫期

の分散をねらって直播面積を多くしてきた。直播収量は年次により増減がある

が、導入当初より漸増傾向が続いている。

② 見学同場の耕種概要

圃場は埴壌土～壌上で、減水深は日当たり 1～ 1.5 cm、 前作は稲である。条

播と散播の比較、プッシュ粒剤 3k9と 4k9の効果比較、緩効性肥料試験が行わ

れた。

代かき5月 6日 、播種 5月 10日 、Y社歩行型 6条播種機使用、乾籾 4:カ ル

パー4:リ フレッシュ 1の割合でコーティングし、10a当たり3.3k9播種。

散播区は、播種前日代かき、背負型三兼機により10a当たり3k9播種。コー

ティングは乾粗 1:カ ルパーA3の割合で行った。

5月 25～ 27日 芽千 し、5月 28日 プッシュ粒剤散布、 7月 5～ 20日 中干し。

病害虫防除は 7月 26日 地上散布、 7月 30日 、8月 8日航空防除を行った。

緩効性肥料試験区以外の施肥量は、塩加燐安 0-8-6を 、代かき前10a当た

り20k9、 6月 4日 20k9施用し、NK化成を穂肥として 7月 28日 に10a当たり20

k9、 実肥として 8月 17日 に10k9施用した。前作稲わらは全量散布 し、桂カルを

10a当たり 140k9施用した。

t
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0 散播と条播の比較

さげふり貫入深

均 平 状 態

耕     深

地 温  l cm深

5 cm深

水     温

播 種 深 度

苗  立  数

苗  立  率

出  芽  日

播種時の園場条件と苗立

(cm)

(cm)

(℃ )

(℃ )

(℃ )

(cm)

(本/ピ )

(%)

(月
。日)

(散 播 区 )

12.2

や や 不 良

23.3

16.0

14.7

16.0

0.6

97.2

87.5

5.18

(条 播  区 )

12.4

良

22.5

16.0

15.0

16.0

1.2

92.4

75.6

5.20

(条 播 区 )

_ヽ

生 育 経 過 ヒ

草  丈
(cm)

茎
(本/
数
1lf)

6月 9日 (播種後30日 )

6月 24日 ( 〃 45日 )

7月 12日 ( 〃 63日 )

出   穂   期

8月 18日 の 葉 色

24.3

30.2

53.8

92

374

423

成

熟

期

8月 16日

4.0

84

18.3

291

注 :散播区は、 7月 4ロ セリタード粒剤散布 (3k9/10a)
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(散 播 区 )

草  丈
(cm)

茎  数
(本/ど )

17.5

31.8

57.2

137

604

489

8月 14日

4.5

稗 長  (cm)

穂 長  (cm)

穂 数 (本/ゴ )

79

18.6

335
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米

玄

玄

わ

精

粗

精

屑

品

重 (k9/10a)

(%)

(9)

重

重

重

重

質

数

合

重

(参考 :稚苗移植区)

543

703

576

544

32

1等

81.3

81.8

22.5

籾

歩

粒

穂

熟

一　
登

千ヽ

`ゝ

結果の考察

散播は条播に比べ、苗立が良好で、初期から生育がまさった。草丈が高く、

茎数も多くなり、倒伏のおそれがあったためセリタード粒剤を散布 (3k9/10

a)し た。その効果で倒伏は条播より少なかった。

収量は穂数が多く、一穂籾数は少なかったが千粒重が大で、条播より多収と

なり、屑米も少なかった。

散播栽培は、播種時に圃場の落水を十分にして水たまりの部分を残さないよ

うにし、強風の日を避けるよう注意 しなければならない。また、播種深度が浅

くなりやすく、生育も旺盛であるから、施肥法を適切にすることが重要である。

播種作業は10a当 たり条播18分に対し、散播 8.6分であった。

本年の結果からみて、散播栽培は、さらに検討すべき技術的課題が残されて

いるが、省力低コストの栽培法として発展する可能性をもつものと考えられる。

現地見学に関しては、検討会以後の生育・収量等について、湖北地区農業改良普

及所 長谷部匡昭氏より資料の提供をいただいた。

t
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(散 播 区) (条 播 区)

469

665

494

470

23

1等

86.2

86.3

21.7

513

658

544

531

13

1等

71.4

86.3

23.6



皿I 中国 。四国ブロック研究会 (広島県 )

1.地域の普及状況

(1)栽培面積の推移

以前は岡山県を中心に乾田直播栽培が広 く普及していたが、同県は裏作麦との

競合から直播栽培の面積は減っている。その他の県は僅かではあるが、湛水土壌

中直播の面積は増加傾向にあり、 1県 50hα 前後のところが多い。

第 1表 湛水土壌中直播栽培面積の推移 (単位 :hc)

63 年

伊 藤 隆 ニ

し

県名

山

島
　
口
　
根

媛

知

山
Ｄ乾

岡

広

山

島

愛

高

岡

106

100

17

61

5,496

(2)主要普及地域、経営形態等

岡山県 :県中部の比較的水利に恵まれた一毛作地域に集中し、酪農野菜等の専 、

業又は一種兼業農家の複合経営に多い。

広島県 :県中南部、概ね標高 300m以下の地帯に導入される。専業及び一種兼

業農家で主穀農家が主であり、経営規模中位の農家に多い。中規模農家では育苗

労力を減らすため、大規模農家では作期拡大のため導入している。用排水のよい

植壌上～砂壌土の乾田に多い。

山口県 :下岡市周辺と豊田町周辺に集中している。前者では水稲 +野菜 (又は

畜産)又は水稲単作、後者では水稲 +果樹、又は水稲単作の経営である。一部散

播もある。
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年次 ErJ sg F 59 1年 60 年 61年 62 年

101

99

12

8,856

187

51

114

5

25

24

0088

181

68

98

8

12

47

7,825

161

89

70

12

23

55

6,827

160

97

60

11

49

55

5,772
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島根県 :普及地帯は県中央と西部の平坦部及び県西の中山問地帯 (標高 300m)

である。県西部の中山間地帯において、中核農家を中心に播種機の共同利用によ

り栽培が定着 し、拡大する傾向がみられる。

愛媛県 :北宇和郡三間町、広見町、松野町など中山間地帯に普及している。導

入農家は比較的経営面積の大きい農家であり、米麦専業農家を中心に兼業農家に

も導入されている。土壌は一区画30aの圃場整備田、上性は壌土で保水性がよい。

高知県 :普及地帯は県中央部、東部がほとんどで野菜等の園芸地帯に導入され、

水稲十野菜の経営農家が主である。導入農家は一兼が最も多く63%、 次で専業32

%である。土壌はほとんどが乾田の沖積砂壌土～植土である。

ヽ

2.導入の目的 。動機

導入の動機は省力、他作物との競合の解消が主なものである。

岡山県 :省力が主な目的である。

広島県 :省力と作期拡大がその目的であり、普及所による展示圃や播種実演会が

普及に役立っている。

山口県 :育苗、田植の省力により野菜の管理、収穫、果樹の袋ガケ作業の労力競

合を解消している。また水稲の収穫期を分散させ、刈取労力の分散、乾燥等機械施

設の効率化を図っている。播種期が田植より早く、水の利用が容易である。経済的

の評価も導入の日的の一つで、事例調査では育苗資材、肥料、農薬等の比較で田植

より13%安 く、労働時間は14%少なくなった。

、_  島根県 :規模拡大に伴う育苗、田植における労働ピークの緩和が主で、直播と移

植の組合せにより作期幅の拡大、労働の分散と省力化を図る。

愛媛県 :水円の基盤整備を契機に低コスト化を図る一環として町、農協、普及所、

メーカーが協力し、昭和59年 2 hcの中核農家を対象に実証同を設けたが、移植栽培

と同等の収量が得られ、その後も湛直が続いている。

高知県 :野菜との労働競合の回避、育苗センターの処理能力の限界への対応、稲

作への投資の軽減を目的に導入された。
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も、湛水土t裏中直播栽葉の現状

(1)栽培技術の現状

① 品種 :その地域の奨励品種の中から強稗、安定性の高い品種が選ばれている。

② 播種期 :日平均気温15℃又はこれよりやや低い (14℃前後)時期に行われて
いる。

ヽ

③`平田準備 :耕起代掻は移植栽培よりていねいに行い、特に均平に留意してい  ~

る。播種時の土壌の固さは下げ振り深10cm前後を目途としている。

④ 播種量及び目標苗立数、播種深度 :ポ当80～ 100本を目標にし、10a当播種

量は 3～ 3.5k9が多い。播種深度は 1～ 1.5 cmを 目標にしている。

CI 施肥法 :過繁茂防止を考え、基肥はやや減量、中間追肥を3～ 4葉までに施 ヽ

すところが多い。

⑥ 水管理 :芽干は必要としないところが多いが、土壌還元の著しいところは実

施する。ただ完全に水が引かず溜り水ができるような場合、かえって発芽不良

となる。中干は倒伏防止を考慮し強目に行う。

なお、全体的にみて収量は移植に較べ、若千減少しているところが多い。労働

時間は 5～ 20%減少 している。また経費は移植に較べ、大差ない場合から15%程

度少なくなった例まである。                        |ヽ _

(2)指導上の問題点

各県から出された指導上の問題点は次のようである。

岡山県 :①播種精度の向上及び出芽率の安定。②除草体系の確立。③イネミズ

ズウムシ防除体系の確立。                         t
広島県 :①生ワラ施用田における過度の代掻の抑制。②サンバード十サターン

SM防除体系では不十分なホタルイ防除体型の確立。①圃場整備田の不均平によ

る土壌硬土の不均一性の解消 (出芽苗立不良、生育不揃の解消)。

山口県 :①出芽苗立不良の解消。②除草剤の開発。O倒伏防止。④過繁茂防止

対策。(Э初期病虫害の防除。

島根県 :①倒伏防止。②苗立の安定化。

愛媛県 :①水田の均平による播種深度の一定化→出芽苗立の安定。

高知県 :①過度の代掻抑制による出芽苗立の安定化。②サンバード粒剤の連年
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第 2表 湛水土壌中直播栽培の現状

県名 水 管 理

原則として芽千

は行わない。播

種後湛水 (浅水)。

強度の中干。

原則として芽千

は行わない。芽

干を行う農家も

ある。

出芽まで 4～ 5

cm湛水、出芽後

2～ 3 cm浅水、

目標茎数の80%

で中千開始。

苗立まで浅水、

中千は強度。

発芽後 2日程度

芽千。

出芽まで湛水、

芽干はしない。

出芽後浅水。

t

岡

　

　

山

広

ヽ  島

山

□

`ヽ_

t

島

　

　

　

根

愛

媛

昔
同

矢日

品  種 播種期 収穫期
播 種 量

(k9/10a)

目 標
苗立数
(ピ当)

目 標
播種深度
(cm)

中間追肥

日 本 晴
中生新千本

コガネマサリ

5月 上旬

6月上旬

9月 中旬

10月 中旬

3～ 4 90～ 120 1～ 15 4～

5葉期

中生新千本

ア キ ツ ホ

ホ ウ レ イ

北部

5月 上旬

中部

5月上～

中旬

南部

5月 下旬

北部

9月 中旬

中部

9月 中～

10月 上旬

南部

10月 中旬

北部

3.5～ 4

中部

3～ 4.5

南部

3～ 35

早播

5葉期

温暖地

6葉期

80^ヤ 100

3～

4葉期

ホ ウ レ イ

ヤマ ヒカ リ

日 本 晴
ア キ ツ ホ

ヤマホウシ

中間部

5月 中～

下旬

平坦部

5月 下旬

6月 上旬

3～ 3.5 67～ 100 1^ツ 15

播種後

50～ 60日

アキヒカ リ

ヒメノモチ

コシヒカ リ

平坦部

4月

6半句

中山間部

5月

2半旬

平坦部

25～ 3

山間部

3

平坦部

1～ 1.5

山間部

1

日 本 晴
コガネマサリ

ひみみのり

5月 下旬

6月 上旬

10月 下旬 35～ 4 80～ 100 3～

4葉期

早期

ナツヒカリ

新潟早生

普通期

日 本 晴

黄 金 晴

アキツホ

コガネマサリ

早期

4月 中旬

普通期

5月 上～

下旬

早期

8月 中～

下旬

普通期

9月下旬

」0月上旬

早期  4
普通期

3～ 3.5

早期 66

普通期

33

1～ 15
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使用によるホタルイ増加の対策。

(3)早急に解決すべき課題

早急に解決すべき課題は指導上の問題点と裏腹であるがその主なものをまとめ

ると次のようになる。

① 出芽苗立の安定化 (各県共)。

② ホタルイ防除対策 (岡山、広島、山口、高知)。              ~

C)イ ネミズゾウムシ防除体系の確立 (岡山、広島、島根)。

④ 直播用品種 (出芽苗立良好、強稗、耐病虫性、良質)の育成 (広島、山口、

島根、高知)。

て

4.今後の普及推進のための方策と可能性

岡山県 :北部や高冷地では気象的制約があり、また中南部では裏作との関係で大

面積の導入が難かしい等、導入可能な地帯もはっきりしてきた。省力、低コスト化

についてその能力が発揮できるためには区画整理、用排水分離等の基盤整備が必要

である。

広島県 :出芽苗立安定技術の向上を図り、標高 350m以下の地帯で大規模稲作農

家及び稲作生産組織の省力技術、作期拡大技術として普及する。          t_

山口県 :出芽苗立の安定化、安定多収のための省力施肥技術、播種方法の改善が

特に必要。動力散布機を用いた散播直播は出芽苗立は安定しているが、なお播種の

均一性を高める必要がある。今後湛直の発展のためには、機械施設の共同利用化、

地域集落の組織化、水系。ブロック別の品種の統一等、地域を中心とした農業の展に́
開を図ることが大切である。

島根県 :湛直は稲作経営規模拡大に伴い中心的栽培技術にならねばならないが、

まだ出芽苗立が不安定で生育収量の変動も大きい等解決すべき課題が多い。出芽苗

立の安定化と直播適応性の高い良食味品種の選定が行われれば普及定着が進むであ

ろう。

愛媛県 :出芽苗立の不安定、倒伏 しやすいこと等が問題で、土壌の均平を十分行

い、播種深度の変動幅を少なくすることが大切である。

高知県 :野菜と稲の複合経営で湛直は取入れられるであろう。今後播種の大型化、
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施肥播種機の改良が必要であろう。

5.総合討論及び総括

今回の特長の一つにソフトシリカ、カルパーA、 ブッシュ等の新資材が出てこれ

を実際に試みた例が多いことが挙げられる。また各県ともミスト機を使った散播方

式の直播が試験された。

総合討論ではやはり出芽苗立の不安定性の議論が多く、これを解消する方法とし

て前述の散播のほか、土で覆土 しない播種機 (四国農試)、 土をねらない播種機 (広

島)、 麦の全層播のように播種後耕起する方法 (岡山)等が紹介された。それと大

面積の直播はどうしても均平が難しく、落水 しても水たまりが出来たところは高温

のため発芽不良となる、播種時やその後の中途半端な落水よりはむしろ深水を考え

るべきだとの意見も出された。

直播の普及を進展させるためには、低コス トは勿論大切であるが、大規模稲作や

複合経営における省力が直播の最大のメリットであることを十分認識 し、省力安定

しかも移植並の収量を目指すことが重要と思われる。

、ヽ_

t

-21-

_ヽ



Ⅳ 九州 ブロック研究会 (宮崎県 )

下 坪 訓 次

本年度の九州ブロック研究会は宮崎県都城市で開催され、現地見学は同市及び小林

市において行われた。以下は、会議当日の資料及び後日九州農政局から提出された資

料をもとに取りまとめたものである。
し

1.地域の普及状況

(1)栽培面積の推移

九州地域は、湛水土壌中直播面積の最も多い地域であるが、県別にみると熊本 ―`

県が 563 hcと 多く、次いで福岡県、佐賀県となっている。年次別の推移をみると、

昭和62年度までは地域全体で漸増してきたが、移植栽培に比べ、なおも出芽・苗

立、作柄の不安定性が大きく、また直播用播種機の導入等の問題も絡み、栽培面

積の伸び悩んでいる地域 (大分県)、 あるいは減少傾向にある地域もみられる(佐

賀県、福岡県飯塚地域)。 また複合経営のなかで他作物の作付増の影響で減少し

た地域 (熊本県八代地域)も ある。一方では、湛水土壌中直播栽培地域の固定化

傾向の進むなかで、実証試験農家あるいは先進的農家から周辺に少しずつ拡がり  1ヽ、_

つつある地域もみられる (長崎県、宮崎県、鹿児島県)。

第 1表 各県の栽培面積の推移
1)福 岡 県 (単位 :hの

年 次 昭 58年   59年   60年   61年   62年   63年  、
ヽ_地 区

飯 塚 ブ ロ ック

筑 後 ブ ロ ック

その他 ブロック

27 51

18

4

45

17

19

50

38

13

10

40

11

１
■
　

И
■

　

Ｏ^ё

言十 31 73 81 103 101 61    も3 t■

2)佐 賀 県 (単位 :hc)

様 式
年 次 昭 58年   59年   60年   61年   62年   63年

乾 田 直 播

湛水土壌中直播

583

118

764

123

И
仕
　
　
∩
ё

261

43

//′
900

105

317

57
/

リ
ア

'(
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3)長 崎 県 (単位 :hc)

様 式

「
次昭58 年   59年   60年   61年   62年   63年

湛水土壌中直播 34 36 42

4)熊 本 県 (単位 :ha)

様 式
年 次 日召58 年  59年   60年   61年   62年   63年

乾 田 直 播

湛 水 直 播

(内土壌中直播)

32

316

16

393

26

494

(421)

8

606

(566)

5

665

(640)

0

563

(525)

5)大 分 県 (単位 :hc)

様 式
年 次 昭 58年  59年   60年   61年   62年   63年

湛水土壌中直播   10 10 15 20 20 20

6)宮 崎 県 (単位 :ha)

様 式
年 次 昭 58 年  59年   60年   61年   62年   63年

乾 田 直 播

湛 水 直 播

(内土壌中直播 )

1

12

( 6)

1

0.6
2_ク

( 30) ( 32)

１

工
　

∠
ェ
　

′４

7)鹿児島県 (単位 :hc)

様 式
年 次 昭 58 年  59年   60年   61年   62年   63年

乾 田 直 播

湛 水 直 播

湛水土壌中直播

1 6 4

14 15 17 37

(2)播種機の導入

福岡県では前年より減少したが、長崎県、熊本県、鹿児島県では若千増加し、

その他の県では前年並となっている。

昭和63年までの導入台数は、福岡県 11台 、佐賀県43台 、長崎県 3台 、熊本県

130台、大分県10台、宮崎県 5台、鹿児島県19台である。

-23-

ゝ

t

_ヽ



(3)主要普及地帯と経営形態

前年度の報告書 (本誌第 4号 )に詳細に取 りまとめられているが、特に変わっ

ていない。

(4)最近の目立 った動き

湛水土壌中直播の普及は L述のように地域によって異なる様相を示 しているが、

最近の特徴として、より以上の低コス ト化を目指 したばら播き栽培の検討が各地  ~

で行われ始めている。

2.導入の目的・動機

導入の目的は、営農形態、規模等によって異なるが、複合経営農家では労働競合 ―`

回避 (園芸作物収穫、ばれいしょ収穫、野菜新作物の導入、家畜管理等と水稲育苗

作業の労働競合)のために導入している。一方、大規模稲・麦作農家においては麦

収穫、水稲育苗の労働競合回避、およびコス ト低減を目的に導入している。

3.湛水土壌中直播栽培の現状

(1)栽培技術の現状

栽培技術は、作付品種、作型、作期、土質・土性により異なるため、一元的に  ｀こ

まとめることはできないが、各県資料に基づいて以下のように整理 した。

品種 :基本的には短強稗で耐倒伏性強の品種が、また二毛作地帯では作期との関

連で早生種が中心に作付けされている。

福岡県…黄金晴、碧風、ツクシホマレ                  |
｀
ヽ_

佐賀県…黄金晴

長崎県…黄金晴、月の光、シンレイ

熊本県中山間球磨地域…黄金晴、シンレイ、 ミナミニシキ

平坦地域…ニシヒカリ、シンレイ、ミナミニシキ

大分県…黄金晴、ミネユタカ

宮崎県…ミナミヒカリ、黄金晴

鹿児島県…ミナミヒカリ、シンレイ、ニシヒカリ

播種量 :ピ当たり苗立ち数を60～ 80、 あるいは60～ 100本を目安に播種量を設定
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している。この場合、北部九州に比べて南九州での播種量が少な目である。

除草 :播種直後にサンバード粒剤またはパイサー粒剤を散布し、雑草の発生をみ

てサターンM粒剤、MCP,2,4-Dな どの中・後期除草剤との体系処理を行

つ。

水管理 :芽 干しは出芽揃い後 (播種後 6～ 10日 頃)に 、排水の良いところで 1～

2日 、排水の悪いところでは 5日 程度とする。中干しは根の活力維持、倒伏

の軽減等のために慣行移植栽培よりやや強めに実施する。

(2)農家が実施している技術と指導上の問題点

前年のブロック研究会の報告とほぼ重複していると見られるが、種子調製 (採

種、精選、コーティング)等一部の問題はかなり解決されつつある。

以下に問題点の軽重を経験年数との関連で整理した。

O 経験年数の浅い農家で問題になること
・播種量が多すぎる

0稚苗移植の感覚で基肥量がやや多くなっている

・圃場の均平、初期水管理との関連での雑草防除問題

② 経験年数の違いに関わらず問題になること

・麦稗還元に伴う出芽苗立率の変動

・精度の高い点播播種機開発の要望

・ばら播き栽培の安定化技術

・資材費の低減対策

・大規模固場での均平化方法

・均一な中干しのための作溝

・倒伏防止のための後期の水管理のあり方

・スクミリンゴカイによる出芽時の被害

(3)早急に解決すべき技術課題

直播適応性品種の育成

直播と言えど良質・良食味が強く求められている。また移植栽培に比べ在圃期

間が長いため病虫害抵抗性の問題、さらには倒伏抵抗性の問題も大きい。

-25-
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麦稗処理技術の確立

圃場透水性と麦稗すき込みの許容量、麦稗すき込みと代かき程度、均平との関

係

資材費の削減

種子コーティング剤、除草剤、肥料、農薬、播種機等の資材費引き下げ
t

施肥方法                                 ~

麦稗すき込み条件下での施肥法、倒伏の軽減・防止のための施肥体系の確立

病害虫防除技術の確立

縞葉枯病、いもち病、萎縮病、スクミリンゴカイ等の防除法

省力栽培法                      ―`

よリー層の省力・低コストのためのばら播き栽培技術の確立

以上は、共通的な問題としてまとめたが、場所によっては麦稗すき込み田以外で

も出芽 。苗立の問題がなおも残されている。

4.現地見学結果

現地見学は、機械による条播種並びにミス ト機によるばら播き散播を対象に 3ケ

所で行ったが、以下には都城市上水流、小林市北西方での検討結果資料並びにその  _`′

後入手できた収量成績、コスト評価資料を加えて取りまとめた。

(1)宮崎県都城市上水流地域における湛水土壌中直播

この地域は、稲作、畜産 (肥育牛)、 露地野菜 (食用かんしょ、レタス等)と

の複合経営農家が多く、水田作付形態は水稲―イタリアンライグラスの二毛作体 k_

系が主であり、転換畑には飼料作が多く作付されている。

湛水土壌中直播は、生産性向上稲作実践集団育成事業のなかで、低コスト稲作

技術を確立 し、地域的に普及をはかるために導入されている。イタリアンライグ

ラスとの二毛作体系に組み込んでいるため、その残茎根の還元等による出芽・苗

立上の諸問題を抱えるなかで、前作イタリアンライグラスを早生種に限定し、播

種後の水管理等により湛水土壌中直播栽培を安定化させつつある。

1)栽培概要および技術上の特徴

① 湛水土壌中直播面積 :118a(う ち 6条機械播種 32a、 ばら播き 76a)
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稚苗移植面積 (比較):20a

② 品種 :ミ ナミヒカリ

③ カルパー粉衣 :機械播種用種粗 (乾糎とカルパー粉剤の「口]量粉衣)
ミスト機による散播用種籾 (カ ルパー粉粒剤Aの 3倍量粉衣)

④ 播種 :6月 2日

⑤ 播種量 :機械播種による条播 3.17k9/10a
ミスト機による散播 3.11～ 3.95k9/10a

O 施肥 :機械播種、ばら播き、稚苗移植とも施肥水準は同一で、元肥N量は
7.2k9//10a、 追肥 N量は 0.98、 0.98、 1.4k9′ノ/10aで あつた。

⑦ 圃場条件 :圃場は32～45a区画に基盤整備されている。土壌は植壌上で、

日減水深は 1～ 2 cmである。

③ 雑草防除 :Sド ラム粒剤とグラスジンDと の体系処理
2)生育及び収量・品質

生育は旺盛で、分げつ穂数とともに十分確保された。うす播きのところでも

分げつが多く、補植の必要はなかった。収量は稚苗比較目に対し、機械播種で

8.1%、 ミスト散播で 7.9%多 収になった。増収要因としては、穂数並びに 1

穂着粒数の増加があげられる。登熟歩合は直播水稲でかなり低下したが、これ

には面積当たり頴花数の違いが強く影響 したものとみられる。また湛水土壌中

直播で軽度の倒伏が一部認められたが、玄米検査等級はいずれも 1等であった

(第 2表 )。

第 2表 水稲の収量および収量構成要素

収量および収量構成要素 倒伏程度

玄 米
千粒重
(9)

`ヽ _

査

級

・検

等

種送
区  今  ・

ロ

ー  ン●
 栽

熟
合
＞％

登
歩
ぐ

培様式 収  量
(k9/10a)

穂  数
(本 /ぱ )

頴 花数

(粒 /穂 )

(面 積 )

(%)

(程 度 )

(%)

実証圃 1

実証圃 2

実証圃 3

実証圃 4

実証圃 5

(散 播 )

(散 播)

(散 播 )

(条 播 )

(条 播 )

604

599

609

606

603

413

480

405

382

390

76.6

74 3

77.5

73.7

79.4

24.3

22.3

22 4

22.4

22 4

99

83

94

92

81

1等

1等

1等

1等

1等

0

15

15

15

15

0

25

5

10

15

比較 稚苗移植 560 374 80      94 5    23 2    1 :=芸 .      0 0
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3)生産コス トの低減効果

第 3表は、育苗から乾燥調製料金までを含めた全ての項目についての費用の

算出結果である。湛水土壌中直播は、種苗費、光熱費、労働費がかなり削減さ

れているが、諸材料費はカルバー等を必要としたので40～ 50%増となった。農

機具費はばら播き栽培でかなり低減されたが、機械条播栽培では20%程度高く

なった。全体としてはミス ト機播種栽培で16%、 機械条播で 4%の コス ト低減

効果となった。

第 3表  10a当 たり費用

費 日 実証圃①   比較圃②   比率 ①/②

し

_ヽ
種  苗  費

肥  料  費

農 業 薬 剤 費

光 熱 動 力 費

諸 材 料 費

水  利  費

賃 量 料 金

建 物 土 地 改 良

農 機 具 費

(1)償  却  費

(2)修  繕  費

労  働

(1)自

1,305 ru

B, 159

12,300

, roz

6, .189

( b,9B(] )

1,500

20,207

1,320

22,377

( 22,628)

1,530

1,740 E

10,831

12,943

4,1.31

4,285

1,500

20,207

1,320

28,029

3,270

31,948

1,530

Tb.o %

7s.3

95. 0

50. 6

151.4

( 13e.6 )

100.0

100. 0

100. 0

21,592

( 33,880)

2,745

(  3,764)

77.0

(120.())

83.9

(115.3)

費

給

払

70.0

( 70.8)

(2)

■
μ
コ

ム
＝

支
　
のそ 100.0

注 :( )内数値は機械条播栽培

121,734 84.1

(94.4)費 用 合 計
101,616

(114,670)
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(2)小林市北西方地域における湛水土壌中直播

この地域は、経営規模が小さく、営農形態としては上記の事例と同様に水稲、

畜産 (和牛元牛生産 )、 露地野菜 (サ トイモ、食用かんしょ、ごぼう等)を組み

合わせた複合経営が多い。水稲の収量水準は中位の地域である。湛水土壌中直播

は、上記と同事業のなかで実施 しているもので、低コスト稲作技術を確立 し、普

通期水稲の生産性向上を図ろうとするものである。実践集団は 9戸の農家で構成

され、 235aのほぼ団地化された圃場での展開である。昨年までは黄金晴を作付

していたが、倒伏等の問題があり本年はミナミヒカリを作付 した。収穫作業がバ

インダー体系であるため、湛水土壌中直播の播種はすべて機械播種機による条播

である。

1)栽培概要および技術上の特徴

① 湛水土壌中直播 :235a(K社 4条播種機による条播、条間30cm)

比較 (稚苗移植):約 14a

② 品種 :ミ ナミヒカリ

③ カルパー粉衣 :乾籾と同量粉衣

④ 播種 :5月 25～ 26日

⑤ 播種量 :乾籾 2.9k9/10a

⑥ 施肥 :前年までの検討結果から、倒伏をさけるために全体的に施肥窒素量

を抑え気味にしている。湛水土壌中直播の基肥窒素量は稚苗移植の25

%減の 42k9/10aと した。追肥は圃場により2回あるいは3回 と異

なったが、移植栽培に比べ 1.4k9/10aの 増施用した。基肥と追肥を

合わせた全施用量は湛水土壌中直播と移植栽培と同量である。土壌改

良資材としてはケイカルとヨウリンを10aあたりそれぞれ 200k9、 40

k9施用し、堆肥をほぼ lt施用して地力増強をはかっている。

① 圃場条件 :圃場は基盤整備され、パイプラインが埋設されている。火山灰

の砂壌上であり、日減水深が 2 cm程度と比較的大きい。

③ 雑草防除 :サ ンバード粒剤 3k9/10aの 1回散布

2)生育及び収量・品質

苗立歩合は80%前後で安定し、ゴ当たり苗立数を89～ 113本に確保できた。

ヒ
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また生育中期にかけての生育も順調であったが、穂ばらみ期から登熟初期にか

けての不良天候で、葉いもち、枝梗いもち等の発生がやや多かった。稚苗移植

に比べて穂数および 1穂頴花数ともが若干少な日であったが、登熟歩合が10%

程度高くなった。収量は、実証圃調査田の 3ケ所とも600k9/10a以上を示し、

平均で 614k9と稚苗移植栽培を僅かに上回った。玄米品質は湛水土壌中直播お

よび移植栽培とも
(て

中 。中"で、倒伏程度は
は
無"と 差が認められなかった (第

4表 )。

第 4表 水稲の収量および収量構成要素

し

収量および収量構成要素

区 分
播 種 ・

栽培様式 収  量
(k9//10a)

穂  数
(本 /ぜ )

倒 伏 _ヽ
程 度頴花数  登熟歩合

(粒 /穂 )  (%)
玄米千粒重 玄米品質
(9)

実証圃 1

実証圃 2

実証圃 3

平

(条 播)

(条 播)

(条 播)

均

605

634

604

614

398

376

447

407

95 4

91 3

90.6

92 4

71

70

69

70

22 6

22.3

22.2

22.4

中

中

中

中

中

中

中

中

缶
（
　

缶
ヽ
　

缶
（
　

缶
ヽ

比較 稚苗移植 611 423 72 83.1 222   中。中   無

3)生産コス トの低減効果

10a当たりの費用合計でみると、稚苗移植に比べ湛水土壌中直播が 7,345円

の経費節減となった。この内訳をみると、農業薬剤費と肥料費が合わせて 870

円高くなり、諸材料費が 1,600円 、農機具費が 2,200円 、労働費が 4,250円低

減された (第 5表 )。                          k、 ´

4)作業労働時間

コスト低減要因として最も大きい労働費との関連で、湛水土壌中直播の省力

効果についてみると、育苗 (自家育苗)および移植作業で12.5時間/10aの省

力となるが、中間追肥、除草では若千多くなり、水管理作業ではさらに 3時間

増となり、全体としては 8.5時間/10aの省力となった (数値略)。

5.今後の普及推進のための方策と可能性ならびに課題

九州地域は果樹、野菜、畜産、その他高収益性作物を取り入れた複合経営の中に、

ヒ
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第 5表 10a当 たり費用

費 日 実証同①   比較圃②   比率 ①/②
費

費

費

費

費

費

金

剤

力

料

　

　

料

苗

料

薬

動

　

利

業

熱

本

　

　

ｆ
．．

種

肥

農

光

諸

水

賃

1, s05 FJ

11, i50

7, 650

3,259

1, 800

3, 500

12, 500

3, 600

1, 505 [rj

10, 940

100.0 %

101.9

109. 4

96. 9

52.0

100. 0

100.0

100.0

69,903

3,364

3,460

3,500

12,500

3,600
、ヽ_
建 物 土 地 改 良

農 機 具 費

(1)償  却
(2)修  繕

労  働  費
(1)自

(2)支

費

費

給

払

33,800

3,500

35,500

4,000

25,500

95.2

87.5

21,250 83.3

費 用 合 計 103,514 110,859 93.4

`ヽ、_

労働競合回避策として湛水土壌中直播栽培を位置付け、かなりの普及をみてきたが、

今後ともそのメリットは大きいとみられている。昭和63年度においては、一部の地

域において作付面積がかなり減少したが、これの一つは複合経営農家における高収

、、レ 益性作物の作付拡大による土地利用上の競合によるもので、今後もこのような事象

は起き得ると言えよう。一方では、経営規模の大きな階層において作業分散、省力、

低コス ト技術として注目されている技術であるが、急速に普及をみていない。本技

術の普及のためには、出芽・苗立や耐倒伏性等の向上、移植栽培と同等あるいはそ

れ以上の収量性の確保、低コスト化の実証等が不可欠とされているが、低コス ト稲

作栽培技術としての可能性は大きく、今後の技術開発によりその普及性は大いにあ

るとみられている。

本年度の現地見学場所での結果をみると、作付品種を前年までの黄金晴からミナ

ミヒカリに替えているが、成熟期においても根腐れの発生も少なく、また倒伏程度

-31-
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も極僅かで収量性は移植栽培と同等あるいはそれ以上になっている。また費用面で

もばら播きで15%程度、機械播種で 5%強の低減効果が実証されており、周辺農家

へのインパクトも大きいものとみられる。これらの現地実証は、栽培概要にも記載

したように日減水深が 1～ 2 cmの圃場条件であるが、残茎根の多いイタリアンライ

グラスとの体系でほぼ目標とする苗立数を確保 し、いずれも600k9/10a以上の収

量水準を達成 している。しかし本栽培法の問題点並びに早急に解決すべき技術課題

として列記したように、当地域においても多くの確立すべき技術要素が残されてい

る。現状では、湛水土壌中直播栽培法は専業農家的対応を必要とする技術であり、

その限界をふまえつつそれぞれの地帯に応じた技術体系を確立し、普及を図ってい

くことが大切であると考えられる。

t

t
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